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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期
第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自　2022年11月１日
至　2023年４月30日

自　2023年11月１日
至　2024年４月30日

自　2022年11月１日
至　2023年10月31日

売上高 （百万円） 4,770 4,492 8,816

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 10 63 △213

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（百万円） △0 △135 △227

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 120 △95 △51

純資産額 （百万円） 6,069 4,154 5,897

総資産額 （百万円） 13,224 10,062 12,101

１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）
（円） △0.01 △5.53 △9.25

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.9 41.3 48.7

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 748 △443 245

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △44 △252 △206

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △168 △425 △416

現金及び現金同等物の四半期

末（期末）残高
（百万円） 4,539 2,506 3,627

 

回次
第45期
第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2023年２月１日
至　2023年４月30日

自　2024年２月１日
至　2024年４月30日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金

額（△）

（円） 1.73 △3.92

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３　上記ハイライト情報については、追加情報をご参照下さい。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について、以下の事項を除き重要な変更はありません。

 

　第三者委員会による報告書の受領

　当社は、石川労働局の調査において、当社及び連結子会社である株式会社ウイル・コーポレーションにて2020年４

月から2023年１月までに受給した雇用調整助成金について、支給申請手続の一部に精査が必要となる疑義が発生した

ため社内調査を行った結果、勤怠管理を含む管理体制の不備に起因する助成金申請内容と社内管理記録との間の不整

合が判明したことから、石川労働局に対し雇用調整助成金を自主返還するとともに事実関係の解明のために2024年４

月23日に第三者委員会を組成いたしました。

　第三者委員会においては、当事案に係る事実関係の調査、原因究明及び再発防止策の検討を行い、当社は2024年７

月８日に報告書を受領しました。

　当社は、当該調査結果を踏まえ、速やかに過年度の有価証券報告書等及び当連結会計年度の四半期報告書の訂正報

告書を提出する予定であります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（2023年11月１日～2024年４月30日）における我が国経済は、2024年1-3月期のＧＤ

Ｐ成長率が、前期比で実質△0.7％（年率換算△2.9％）と２四半期ぶりのマイナス成長となりました。国内におい

ては、インバウンド需要が好調に推移する中、雇用・所得環境は改善し、名目賃金である現金給与総額は伸びてお

りますが、物価の影響を考慮した実質賃金はマイナスが続いており、消費者マインドの冷え込みが改善するには

至っておりません。また、３月には日本銀行がマイナス金利の解除を決定したものの依然として日米金利差を起因

とする円安基調が続いております。更に、長期化するウクライナ情勢、イスラエルとハマスの戦争、フーシ派によ

る商船攻撃等の地政学的リスクの増大に加え、中国経済の減速等の懸念もあり、景気の先行きは予断を許さない状

況にあります。

このような環境の中、情報・印刷事業におきましては、新規顧客の開拓を積極的に進め、その成果はあがりつつ

あるものの、広告媒体のデジタル化が進む中、全体需要の減少をカバーするには至らず、セグメント売上高は

4,183百万円（前年同期比4.9％減）となりました。利益面においては、第４経理の状況　注記事項（追加情報）の

（雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）に記載の通り、過年度において減損損失を計上した

ことに伴い減価償却費が減少したため、セグメント利益は266百万円（前年同期比19.9％増）となりました。引き

続き、当社独自製品を中心にした新規顧客の開拓及び既存顧客の深耕に注力するとともに、ＥＣサイト「プリント

モール」の刷新を図るとともに、デジタル印刷の受注拡大を目指してまいります。また、当社製品ＰＲサイトの

「賢者の販促」及び「賢者のＤＭ」の認知度を高め営業リードの獲得を増やし、新規需要の掘り起こしを行ってま

いります。更に、生産体制の見直し及びＤＸ化を推進し製造コストの削減を進めてまいります。

知育事業におきましては、第２四半期は卒園・入園などにより新年度用品が大きく動く繁忙期ですが、少子化に

伴う幼保園の購買力低下により、代理店売り上げが落ち込んだため、売上・利益とも計画比マイナスとなりまし

た。結果として、セグメント売上高は430百万円（前年同期比15.1％減）、セグメント利益は46百万円の損失（前

年同期は26百万円の損失）となりました。出版事業については、引続き返本を減少させながら、高額で返本の無い

図書館向け書籍を充実させてまいります。幼保事業については、「園・先生方のお困り事」解消商品の開発に注力

し売上アップを目指すとともに、新たな試みとして「３年育児日記」の発売を予定しており、書店以外の新たな販

路拡大を図ってまいります。また、全省庁・東京都、埼玉県、神奈川県の入札資格を取得し、幼保園以外の販路の

拡大を図るとともに、価格改定、送料引上げ、外注費の見直し、業務のデジタル化による効率化等更なるコスト削

減を積極的に進め黒字化に向け注力してまいります。
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報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を構成していた通信販売事業は、量的な重要性が増した

ため、前第３四半期連結会計期間より報告セグメントの通信販売事業としております。同事業におきましては、レ

スポンス率の高い販売チャネルからの受注を強化した結果、セグメント売上高は30百万円（前年同期比15.9％増）

となりました。しかしながら、本通信販売事業は依然顧客名簿拡充の段階にあり先行的に広告宣伝費を投入してい

ることもあり、セグメント利益は22百万円の損失（前年同期は19百万円の損失）となりました。引き続き、インフ

ルエンサーサービスや成功報酬型販促ツールの活用を進め、経費の効率化を図ってまいります。また、新商品の開

発の速度を加速し、早期の市場投入を目指してまいります。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,492百万円（前年同期比5.8％減）、営業利益は40百万円

（前年同期比473.3％増）、経常利益は63百万円（前年同期比519.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純損失は

雇用調整助成金返還に伴い190百万円を特別損失（助成金返還損）として計上したことにより135百万円（前年同期

は親会社株主に帰属する四半期純損失0百万円）となりました。

 

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は10,062百万円と、前連結会計年度末に比べて2,038百万円減少い

たしました。これは主として、現金及び預金の減少1,120百万円、土地の減少525百万円によるものであります。

 

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は5,908百万円と、前連結会計年度末に比べて295百万円減少いた

しました。これは主として、長期借入金の減少287百万円によるものであります。

 

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は4,154百万円と、前連結会計年度末に比べて1,743百万円減少いた

しました。これは主として、利益剰余金の減少1,784百万円、その他有価証券評価差額金の増加46百万円によるも

のであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ1,120百万円減少し、2,506百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、443百万円（前連結会計年度は748百万円の収入）となりました。これは主とし

て、助成金の返還額860百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、252百万円（前年同期比207百万円の増加）となりました。これは主として、無

形固定資産の取得による支出183百万円、有形固定資産の取得による支出119百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、425百万円（前年同期比257百万円の増加）となりました。これは主として、長

期借入金の返済による支出297百万円、リース債務の返済による支出79百万円によるものであります。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,600,000

計 76,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年４月30日）

提出日現在
　発行数（株）
（2024年７月16日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,650,800 24,650,800
東京証券取引所

（スタンダード市場）

単元株式数は100株であ

ります。

計 24,650,800 24,650,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年２月１日～

2024年４月30日
－ 24,650,800 － 1,667 － 1,765
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（５）【大株主の状況】

  2024年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

有限会社わかさ屋 石川県金沢市粟崎町４丁目78-12 9,830 39.96

若林　裕紀子 石川県金沢市 1,886 7.66

株式会社日本創発グループ 東京都台東区上野３丁目24番６号 1,200 4.87

株式会社桂紙業 東京都北区桐ヶ丘１丁目20-12 1,000 4.06

大日精化工業株式会社 東京都中央区日本橋馬喰町１丁目7-6 960 3.90

株式会社北國銀行 石川県金沢市広岡２丁目12番６号 720 2.92

大和輸送株式会社 埼玉県行田市真名板131-2 504 2.04

ウイルコ役員持株会 石川県白山市福留町370 388 1.57

株式会社タナックス 福井県福井市今市町62-11 388 1.57

仲田　広道 川崎市麻生区 370 1.50

計 － 17,246 70.11
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 52,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 24,595,300 245,953 －

単元未満株式 普通株式 2,900 － －

発行済株式総数  24,650,800 － －

総株主の議決権  － 245,953 －

（注）　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、自己株式90株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

㈱ウイルコホールディングス
石川県白山市

福留町370番地
52,600 － 52,600 0.21

計 － 52,600 － 52,600 0.21

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１. 第三者委員会の調査について

(雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）

　当社は、石川労働局の調査において、当社及び連結子会社である株式会社ウイル・コーポレーションにて2020年４

月から2023年１月までに受給した雇用調整助成金について、支給申請手続の一部に精査が必要となる疑義が発生した

ため社内調査を行った結果、勤怠管理を含む管理体制の不備に起因する助成金申請内容と社内管理記録との間の不整

合が判明したことから、石川労働局に対し雇用調整助成金を自主返還するとともに事実関係の解明のために2024年４

月23日に第三者委員会を組成いたしました。

　第三者委員会においては、当事案に係る事実関係の調査、原因究明及び再発防止策の検討を行い、当社は2024年７

月８日に報告書を受領しました。

　当社グループは、当時受給した雇用調整助成金について売上原価もしくは販売費及び一般管理費を減額する会計処

理を行っておりましたが、当社は、当該報告書の内容を踏まえ、雇用調整助成金返還額860百万円のうち、違約金及

び延滞金を除く669百万円を過年度の連結財務諸表に遡及して取消修正する必要があると判断しております。

　また当社は、その判断に伴い、2020年10月期連結会計年度において、情報・印刷事業セグメント及び全社の固定資

産の減損の兆候がない旨の当時の判断を変更し、1,843百万円の減損損失を計上する必要があると判断しておりま

す。

　当社は、当四半期報告書において、上記の見直しによる影響を比較情報である前連結会計年度の連結財務諸表及び

前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表には反映せず、当第２四半期連結財務諸表の期首の利益剰余金を減

額しております。当該調査結果を踏まえ、速やかに過年度の有価証券報告書等及び当連結会計年度の四半期報告書の

訂正報告書を提出する予定であります。

 

２．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

３．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2024年２月１日から2024

年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年４月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,145 3,024

受取手形及び売掛金 1,501 1,411

商品及び製品 289 315

仕掛品 118 98

原材料及び貯蔵品 202 189

その他 116 87

貸倒引当金 △0 △2

流動資産合計 6,373 5,124

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 878 802

機械装置及び運搬具（純額） 383 230

土地 2,101 1,576

リース資産（純額） 523 301

建設仮勘定 21 1

その他（純額） 24 48

有形固定資産合計 3,933 2,961

無形固定資産   

その他 139 252

無形固定資産合計 139 252

投資その他の資産   

投資有価証券 1,385 1,452

その他 280 287

貸倒引当金 △12 △15

投資その他の資産合計 1,654 1,724

固定資産合計 5,727 4,938

資産合計 12,101 10,062

 

EDINET提出書類

株式会社ウイルコホールディングス(E00748)

四半期報告書

 9/23



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年４月30日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 527 515

電子記録債務 1,449 1,677

１年内返済予定の長期借入金 593 583

リース債務 323 182

未払金 373 376

未払法人税等 17 11

賞与引当金 32 27

その他 254 116

流動負債合計 3,571 3,491

固定負債   

長期借入金 1,505 1,217

リース債務 240 303

退職給付に係る負債 352 346

繰延税金負債 465 481

資産除去債務 12 12

その他 55 54

固定負債合計 2,632 2,416

負債合計 6,203 5,908

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,667 1,667

資本剰余金 1,758 1,758

利益剰余金 1,872 87

自己株式 △7 △7

株主資本合計 5,291 3,506

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 551 597

退職給付に係る調整累計額 55 50

その他の包括利益累計額合計 606 647

純資産合計 5,897 4,154

負債純資産合計 12,101 10,062
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

売上高 4,770 4,492

売上原価 3,913 3,601

売上総利益 856 891

販売費及び一般管理費 ※１ 849 ※１ 850

営業利益 6 40

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 11 13

持分法による投資利益 － 4

受取賃貸料 9 11

受取保険金 12 0

その他 10 13

営業外収益合計 45 44

営業外費用   

支払利息 21 18

不動産賃貸原価 2 2

持分法による投資損失 0 －

支払手数料 10 －

その他 6 0

営業外費用合計 42 21

経常利益 10 63

特別損失   

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 0 3

助成金返還損 － ※２ 190

特別損失合計 0 196

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
10 △132

法人税、住民税及び事業税 9 3

法人税等調整額 0 0

法人税等合計 10 3

四半期純損失（△） △0 △135

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △135
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

四半期純損失（△） △0 △135

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 124 46

退職給付に係る調整額 △4 △5

その他の包括利益合計 120 40

四半期包括利益 120 △95

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 120 △95
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
10 △132

減価償却費 179 103

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △0 △11

受取利息及び受取配当金 △12 △14

持分法による投資損益（△は益） 0 △4

支払利息 21 18

助成金返還損 － 190

固定資産売却損益（△は益） － 2

売上債権の増減額（△は増加） △141 90

棚卸資産の増減額（△は増加） △8 6

仕入債務の増減額（△は減少） 680 203

その他 41 △40

小計 770 410

利息及び配当金の受取額 13 14

利息の支払額 △20 △18

助成金の返還額 － △860

法人税等の還付額 4 17

法人税等の支払額 △19 △9

営業活動によるキャッシュ・フロー 748 △443

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △28 △119

有形固定資産の売却による収入 － 60

有形固定資産の除却による支出 － △2

無形固定資産の取得による支出 △9 △183

その他 △6 △6

投資活動によるキャッシュ・フロー △44 △252

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 300 －

長期借入金の返済による支出 △336 △297

リース債務の返済による支出 △83 △79

配当金の支払額 △48 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △168 △425

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 534 △1,120

現金及び現金同等物の期首残高 4,005 3,627

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,539 ※ 2,506
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【注記事項】

（追加情報）

 (雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）

　当社は、石川労働局の調査において、当社及び連結子会社である株式会社ウイル・コーポレーションにて2020年４

月から2023年１月までに受給した雇用調整助成金について、支給申請手続の一部に精査が必要となる疑義が発生した

ため社内調査を行った結果、勤怠管理を含む管理体制の不備に起因する助成金申請内容と社内管理記録との間の不整

合が判明したことから、石川労働局に対し雇用調整助成金を自主返還するとともに事実関係の解明のために2024年４

月23日に第三者委員会を組成いたしました。

　第三者委員会においては、当事案に係る事実関係の調査、原因究明及び再発防止策の検討を行い、当社は2024年７

月８日に報告書を受領しました。

　当社グループは、当時受給した雇用調整助成金について売上原価もしくは販売費及び一般管理費を減額する会計処

理を行っておりましたが、当社は、当該報告書の内容を踏まえ、雇用調整助成金返還額860百万円のうち、違約金及

び延滞金を除く669百万円を過年度の連結財務諸表に遡及して取消修正する必要があると判断しております。

　また当社は、その判断に伴い、2020年10月期連結会計年度において、情報・印刷事業セグメント及び全社の固定資

産の減損の兆候がない旨の当時の判断を変更し、1,843百万円の減損損失を計上する必要があると判断しておりま

す。

　当社は、当四半期報告書において、上記の見直しによる影響を比較情報である前連結会計年度の連結財務諸表及び

前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表には反映せず、当第２四半期連結財務諸表の期首の利益剰余金を減

額しております。当該調査結果を踏まえ、速やかに過年度の有価証券報告書等及び当連結会計年度の四半期報告書の

訂正報告書を提出する予定であります。

 

 (第三者委員会による調査費用等の会計処理）

　当社では、2024年４月23日付けで第三者委員会を設置し、2024年７月８日に報告書を受領しました。第三者委員会

は、報告書において、常勤の取締役らの関与により雇用調整助成金の不正な受給が組織ぐるみで行われていたと結論

付けております。そのため、本件以外の不適切な事案が生じている可能性があるとして、仰星監査法人から、追加的

な対応を依頼されましたが、四半期報告書の提出期限である2024年７月16日までの時間的制約の中で、十分な資料提

供等ができませんでした。

　これに伴い発生する特別調査費用や監査費用等について、当第２四半期連結累計期間においては計上しておりませ

ん。なお、翌四半期連結会計期間以降においても、特別調査費用や監査費用等が発生する見込みであります。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

荷造発送費 261百万円 243百万円

従業員給料手当 205百万円 202百万円

賞与引当金繰入額 7百万円 7百万円

退職給付費用 2百万円 1百万円

貸倒引当金繰入額 △0百万円 4百万円

 
　　 ※２　助成金返還損
　　　　　　当社は、石川労働局の調査において、当社及び連結子会社である株式会社ウイル・コーポレーションにて
　　　　　2020年4月から2023年１月までに受給した雇用調整助成金について、石川労働局に対し雇用調整助成金を自
　　　　　主返還いたしました。当該返還額860百万円のうち、違約金及び延滞金分190百万円を助成金返還損として計
　　　　　上しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

現金及び預金勘定 5,057百万円 3,024百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △517百万円 △517百万円

現金及び現金同等物 4,539百万円 2,506百万円

 

 

（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年１月26日

定時株主総会
普通株式 49 2.00 2022年10月31日 2023年１月27日 利益剰余金

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年１月26日

定時株主総会
普通株式 49 2.00 2023年10月31日 2024年１月29日 利益剰余金

 

　　※株主資本の著しい変動

　　　当第２四半期連結会計期間における株主資本は、前連結会計年度末と比較して1,784百万円減少しております。

　　　主な事由として、（追加情報）（雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）に記載の会計処理を

　　比較情報である前連結会計年度の連結財務諸表には反映せず、当第２四半期連結財務諸表の期首の利益剰余金を

　　1,599百万円減額したことによるものであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額（注）

１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 

情報・印刷
事業

知育事業 通信販売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,237 506 26 4,770 － 4,770

セグメント間の内部売

上高又は振替高
162 － － 162 △162 －

計 4,399 506 26 4,932 △162 4,770

セグメント利益又は損失

（△）
221 △26 △19 175 △168 6

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△168百万円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額（注）

１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ 

情報・印刷
事業

知育事業 通信販売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,032 430 30 4,492 － 4,492

セグメント間の内部売

上高又は振替高
151 － － 151 △151 －

計 4,183 430 30 4,644 △151 4,492

セグメント利益又は損失

（△）
266 △46 △22 197 △157 40

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△157百万円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

     前第３四半期連結会計期間より、従来報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を構成して

   いた「通信販売事業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントの「通信販売事業」として記載

   する方法に変更しております。

   なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分により作成したものを記載しており

 ます。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年４月30日）

                                                                       （単位：百万円）
 

 報告セグメント

合計

 情報・印刷事業 知育事業 通信販売事業

印刷 4,237 － － 4,237

物販 － 412 26 438

書籍・教材 － 94 － 94

顧客との契約から生じる

収益
4,237 506 26 4,770

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 4,237 506 26 4,770

 

当第２四半期連結累計期間（自　2023年11月１日　至　2024年４月30日）

                                                                   （単位：百万円）
 

 報告セグメント

合計

 情報・印刷事業 知育事業 通信販売事業

印刷 4,032 － － 4,032

物販 － 349 30 379

書籍・教材 － 81 － 81

顧客との契約から生じる

収益
4,032 430 30 4,492

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 4,032 430 30 4,492

（注）前第３四半期連結会計期間より、従来報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」を構成
   していた「通信販売事業」について量的な重要性が増したため、報告セグメントの「通信販売事業」と
   して記載する方法に変更しております。なお、前第２四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収

      益を分解した情報は、変更後の区分により作成したものを記載しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △0.01円 △5.53円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）
△0 △135

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）（百万円）
△0 △135

普通株式の期中平均株式数（千株） 24,598 24,598

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年７月16日

株式会社ウイルコホールディングス

取締役会　御中

 

仰星監査法人

東京事務所
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂戸　純子

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉岡　　礼

 

結論の不表明

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウイル

コホールディングスの2023年11月１日から2024年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024年２月１

日から2024年４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、「結論の不表明の根拠」に記載した事

項の四半期連結財務諸表に及ぼす可能性のある影響の重要性に鑑み、株式会社ウイルコホールディングス及び連結子会社

の2024年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかったかどうかについての結

論を表明しない。

 

結論の不表明の根拠

（追加情報）（雇用調整助成金の会計処理及びそれに伴う固定資産の減損）に記載されているとおり、会社は、石川労

働局の調査において、会社及び連結子会社である株式会社ウィル・コーポレーションにて2020年４月から2023年１月まで

に受給した雇用調整助成金について、支給申請手続の一部に精査が必要となる疑義が発生したとして、社内調査結果を踏

まえて雇用調整助成金を返還するとともに、その事実関係の調査等のため、2024年４月23日に第三者委員会を組成し、

2024年７月８日に報告書を受領した。

会社グループでは、当時受給した雇用調整助成金について、売上原価もしくは販売費及び一般管理費を減額する会計処

理を行っていたが、雇用調整助成金返還額860百万円のうち、違約金及び延滞金を除く総額669百万円を遡及して取消す必

要があり、その結果、2020年10月期連結会計年度において、情報・印刷事業セグメント及び全社の固定資産について、

1,843百万円の減損損失を計上する必要があると会社は判断している。

これらの影響は、過年度の連結財務諸表を訂正したうえで、当第２四半期の四半期連結財務諸表の比較情報である前連

結会計年度の連結財務諸表に反映すべきところ、会社は当第２四半期連結財務諸表の期首の利益剰余金を減額している。

一方、第三者委員会は、報告書において、常勤の取締役らの関与により雇用調整助成金の不正な受給が組織ぐるみで行

われていたと結論付けている。そのため、本件以外の不適切な事案が生じている可能性について、当監査法人は、財務諸

表全体レベルの重要な虚偽表示リスクを追加的に識別するとともに計画の全体的な見直しを実施し、手続の範囲拡大要否

の検討、過去に入手した証拠の再評価等、追加的な対応を実施する必要がある。しかしながら、当四半期報告書の提出期

限（2024年７月16日）までの時間的制約の中で、会社へ対応を依頼したが、会社から十分な資料提供等が受けられなかっ

た。当監査法人は、本件以外の不適切な事案の有無が、当連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間に係る四半期連結財務諸表並びに比較情報に重要かつ広範な影響を及ぼす可能性があると判断している。

その結果、当監査法人は、会社の当連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係る四半期

連結財務諸表並びに比較情報に対して、結論を表明する根拠となる十分かつ適切な証拠を入手できず、四半期連結財務諸

表に重要な修正が必要かどうかについて判断することができなかった。
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四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して実施した四半期レ

ビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。しかしながら、本報告書の「結論の不表明の根拠」に記載されているとおり、当監査法人は四半期連結財務諸表に対

する結論の表明の基礎となる証拠を入手することができなかった。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定

に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
  
（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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